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だ
き
ま
し
た
。

●
で
き
る
も
の
か
ら
実
行

「
い
た
だ
い
た
意
見
で
、
で
き
る
も

の
か
ら
実
行
に
変
え
て
い
き
た
い
」。

市
長
は
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
、
毎
回

口
に
し
て
い
ま
し
た
。

件
数
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
身
近
な
道

路
や
河
川
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
８
月
定
例
市
議
会
で

可
決
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
に
２

億
４
７
０
０
万
円
を
計
上
。
会
場
で

指
摘
さ
れ
た
場
所
と
は
限
り
ま
せ
ん

が
、
市
内
全
域
で
市
道
の
改
良
や
維

持
補
修
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な

ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
補
正
予
算
に
は
、
高
規
格
救

急
車
の
導
入
費
用
３
５
０
０
万
円
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
計
画
を
１
年
前

倒
し
で
実
施
す
る
も
の
で
、
救
急
の

搬
送
体
制
の
強
化
を
求
め
る
声
に
応

え
ま
し
た
。

山
口
県
で
大
雨
に
よ
る
災
害
が
発

生
し
た
時
期
の
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、

大
雨
の
と
き
の
連
絡
体
制
に
つ
い
て

の
質
問
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
高
梁

川
へ
の
ダ
ム
の
放
流
情
報
を
、
従
来

か
ら
連
絡
し
て
い
る
町
内
会
長
に
加

え
、
今
回
要
望
の
あ
っ
た
揚
水
機
の

管
理
者
へ
も
連
絡
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

大
雨
洪
水
注
意
報
や
警
報
が
発
令

さ
れ
る
と
、
市
役
所
は
２４
時
間
体
制

で
、
情
報
収
集
や
連
絡
活
動
を
し
て

い
ま
す
。「
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
総
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」

と
難
波
道
好
総
務
課
長
は
話
し
ま
す
。

ま
た
、「
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
も
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や
地
区
な

ど
へ
の
補
助
金
に
不
公
平
感
が
あ
る

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は

７
月
１
日
に
立
ち
上
げ
た
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
等
に
係
る
補
助
金
検
討

委
員
会
」
で
、
市
全
体
の
補
助
金
の

見
直
し
を
始
め
て
い
ま
す
。

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
耕

作
の
継
続
が
む
ず
か
し
い
と
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
全
耕
作
地

の
７.

７
％
、
１
５
１
©
が
耕
作
放
棄

地
で
す
。「
総
社
市
耕
作
放
棄
地
対
策

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
協
議

し
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
張
り
公
開
市
長
室
で
い
た

だ
い
た
意
見
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整

係
（
1
(2
８
２
１
３
）

「
市
の
施
策
や
取
り
組
み
、
部
長
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
ら
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た

め
、
意
見
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

た
い
と
考
え
ガ
ラ
ス
張
り
公
開
市
長

室
を
開
い
て
い
ま
す
」。

市
内
全
域
を
対
象
に
し
、
７
月
中

に
６
会
場
で
開
催
し
た
ガ
ラ
ス
張
り

公
開
市
長
室
の
開
催
目
的
で
す
。
今

回
は
、
平
成
２３
年
度
か
ら
５
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
「
総
合
計
画
」
後
期

基
本
計
画
の
策
定
の
た
め
、
意
見
や

提
言
を
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し

ま
し
た
。

●
ト
ッ
プ
は
道
路
整
備
な
ど

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
提
言
は

全
部
で
７３
件
。
道
路
・
河
川
な
ど
の
整

備
が
１１
件
で
ト
ッ
プ
。
以
下
、
防

災
・
水
防
が
６
件
、
農
林
業
が
５
件
、

ま
ち
づ
く
り
支
援
と
上
水
道
、
消
防
、

文
化
振
興
が
い
ず
れ
も
３
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
で
は
、
昭
和
地
区
へ
の

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
、
今
年

改
定
し
た
水
道
料
金
の
算
定
方
法
の

見
直
し
、
下
水
道
の
整
備
、
農
業
の

後
継
者
不
足
と
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

松
く
い
虫
予
防
、
倉
敷
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
普
及
、
介
護
認
定
や
健
康
診

断
の
あ
り
方
な
ど
に
も
意
見
を
い
た

◆脳梗塞が疑われる患者さんの搬送
救急隊の対応

ガラス張り公開市長室で、救急隊の搬送について質問があ
りました。
救急隊員は迅速かつ的確な判断ができるよう、日常訓練や

研修を重ね技術や知識の向上を図っています。ここでは、近
年、急増している脳梗

こう

塞
そく

の患者さんへの対応を紹介します。
脳梗塞とは、脳の血管が詰まる病気です。初期症状は、手

足・顔のしびれ、ろれつが回らない、めまいなど。後遺症と
して、半身麻

ま

痺
ひ

や言語障害などがあります。
脳梗塞の治療には、脳血管に詰まった血のかたまりなどを

薬で溶かすｔ－ＰＡ静注療法という治療が有効です。
脳梗塞の疑いがあると判断した場合、救急隊はＫＰＳＳと

呼ぶ基準表を用いた脳卒中の程度の判断や必要な観察処置を
行います。そして、ｔ－ＰＡに対応できる倉敷中央病院や川
崎医科大学附属病院、倉敷平成病院などに連絡をとり搬送し
ます。緊急性の高い場合はドクターヘリも活用します。
病院には、患者さんの名前、生年月日、病歴や服用してい

る薬の名前などを伝えなければなりません。万一に備え、以
前配布した「救急安心カード」を記入しておいてください。
問い合わせ 消防本部警防課（1(2８３４４）

開催期間 ７月１０日から２８日まで　

開催場所 昭和公民館［7/１０］、東公

民館［7/１７］、総合福祉センター［7/２１］、

西公民館［7/２２］、清音公民館［7/２３］、

山手公民館［7/２８］の６会場（開催日順）

参加者数 ６５８人

意見・提言数 ７３件

ガラス張り公開市長室のデータ

ガ ラ ス 張 り 公 開 市 長 室 を 終 え て

ご意見やご提言をもとに
「身近再生」に取り組む
ご意見やご提言をもとに
「身近再生」に取り組む身近再生

７月に市内６会場で開催したガラス張り公開市長室。多
くの人に参加していただき、ありがとうございました。
防災や救急体制、農業、道路や河川の整備など７３件の

ご意見やご提言をいただき、これらは「身近再生」をテー
マに進めている市政に反映していきます。

総合福祉センターでのガラス張り公開市長室。会場を埋め尽くすほどの参加があった




